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八重山諸島の農業生態系における
両生爬虫類相に関する研究

芳賀沙也花*・佐々木剛** †

（令和 3 年 2 月 18 日受付/令和 3 年 6 月 4 日受理）

要約：国内の生物多様性ホットスポットに指定されている琉球列島において，農地化は人為的な環境改変の
一つの要因であり，生態系に負の影響を与えてきた可能性がある。一方で，農地は食料生産のみならず生物
多様性の保全効果があるなど，農地の多面的機能には近年注目が高まっている。これまで琉球列島では農業
生態系における生物多様性調査はほとんど行われていなかったことに加え，従来の生物多様性調査では脊椎
動物はカエル類と魚類に限られていた現状がある。農業生態系において両生類と爬虫類はその環境を物語る
重要な生物である。これらの種間には生態学的，生理学的に共通する特徴がいくつかあるが，農地拡大のよ
うな人為的撹乱に対する適応力には違いがあり，両者は生物多様性評価の指標種として有用であることが示
唆されている。本研究は石垣島と西表島の農地（水田とサトウキビ畑）6 地点と森林 2 地点で両生類・爬虫
類生息調査を合計 61 回行い，農地における生物相の特徴を評価した。調査の結果，多くの森林依存性の両
生類・爬虫類が両島の農地で確認され，農地間で生物相に違いが見られた。この違いは農地が立地する周辺
の森林環境の差異による可能性が示唆された。Horn の重複度指数（R0）に基づく動物群集構造のデンドロ
グラム解析を行ったところ，本研究の調査地は大きく水田クラスターと森林クラスターの 2 群集に区分され
た。この結果は水田の存在が群集構成を左右する重要な景観要素であることを示唆している。そして森林ク
ラスターがこれらの島に生息する両生類・爬虫類の本来の生息環境を反映した群集構成と仮定すると，水田
クラスターは独自の群集を構成したグループであることが示唆された。本研究による石垣島と西表島の農地
に生息する両生類・爬虫類相調査はこれらの島の農地が琉球列島の生物多様性を維持する機能を有した農業
生態系である可能性を示した。
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1．　研究の背景
　農林水産業は，人間の生存に必要な食料や生活資材など
を供給する必要不可欠な活動である。また，我が国におい
ては，昔から人間による農林水産業の営みが身近な自然環
境を形成するとともに，多様な生物種が生育・生息するう
えでも重要な役割を果たしてきた1）。このような生物多様
性の維持といった農業・農村の多面的機能は近年特に強く
着目されており，生物多様性に配慮した農業生産が推進さ
れているとともに農業生態系に着目した生物多様性の調査
が各地で行われている。しかし，これまでに行われてきた
農業生態系における生物多様性調査は，対象地が大規模な
優良農業地域に限定されてきたほか，対象種が昆虫やクモ
といった無脊椎動物，脊椎動物ではカエル類，魚類のみに
限られるといった偏りがある2）。また，農業生態系におけ
る生物多様性評価のための調査手法，評価方法は必ずしも
明確にはなっていない2）。
　琉球列島は，島嶼化における地史と豊富な雨による湿潤

な亜熱帯性気候が多くの固有種を含む特有の生物相を形作
り，日本国内で最も生物種の多様性が高い地域である。一
方，環境の改変により多くの生物が減少し，絶滅危惧種の
集中する地域であることから国内の生物多様性ホットス
ポットに指定されており，琉球列島における生物多様性の
保全が求められている3）。また，琉球列島は生物多様性ホッ
トスポットである一方でそこに暮らす人々にとっては農業
を営む生活の場でもある。琉球列島のような島嶼部におい
て，農林業および農地化は人為的な環境改変の一つの要因
であり，生態系に何らかの影響を与えてきたと推測され
る。しかしながら，これまでこの地域では農業生態系にお
ける生物多様性調査がほとんど行われてこなかった。その
ため，琉球列島の農地での生物多様性を明らかにするとと
もに，農地のような人為的土地利用が生物に与える負の影
響や，その反対に人間の農業活動に依存する種を解明し，
保全対策を評価，検討することが求められている。
　農業生態系において両生類と爬虫類は重要な要素である。
これら生物の種間には生態学的，生理学的に共通する特徴
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がいくつかあるが，都市開発や農地拡大のような人為的土
地撹乱に対する適応力には違いがあり，両者は生物多様性
評価の指標種として有用であることが示唆されている4）。
カエル類は生活の大部分を水辺に依存しているため，水田
地帯を代表する生物として環境指標に用いられるが，これ
らの高次捕食者であるヘビ類やカメ類も水辺を好み，採餌
のために水田地帯を利用している種が多い。そのため，こ
れまで注目されてこなかった農地における両生類・爬虫類
の包括的な多様性の把握が農業生態系の評価に有効と考え
られる。
　そこで本研究は，琉球列島の石垣島と西表島の農地にお
ける両生類・爬虫類相を明らかとするために，水田を代表
する生物であるカエルとその高次捕食者であるヘビをはじ
めとしたすべての両生類・爬虫類を対象に生物相調査を
行った。これによりこれら地域の農業生態系の一端が明ら
かとなり，琉球列島の生物多様性の保全を考える上での農
地の機能的価値の提案につながると期待される。

2．　材料と方法
⑴　調査地

　本研究は沖縄県石垣市石垣島と同八重山郡竹富町西表島
で調査を行った（図 1）。調査対象の農地では所有する農
家へ農薬使用の有無を確認し，慣行栽培農地と農薬不使用
農地に分類した。石垣島の調査地には，沖縄県石垣市石垣
から石垣市新川にかけての水田とサトウキビ畑（以下，新

川地域）（図 1a），石垣市名蔵の水田（以下，名蔵地域）（図
1b），石垣市野底のサトウキビ畑（以下，野底地域）（図 1c）
の慣行栽培農地 3 地点と比較対象として石垣市平得の森林

（以下，於茂登岳）（図 1d），石垣市野底から伊原間にかけ
ての森林（以下，野底岳）（図 1e）の 2 地点を選定した。西
表島では，沖縄県八重山郡竹富町西表から干立集落の水田

（以下，干立集落）（図 1f）と株式会社星砂が運営する大浜
農園の水田（以下，大浜農園）（図 1g）の農薬不使用農地
2 地点と白浜集落の水田（以下，白浜集落（図 1h）の慣行
栽培農地 1 地点を選定した。しかし，両島に生息する在来
両生類・爬虫類の種数は同じであるため，西表島の水田の
比較対象地にも石垣島の森林環境を用いることとする。

⑵　調査対象種
　石垣島と西表島に生息が確認されている両生類と陸生爬
虫類を図鑑資料5, 6） に基づいてリストアップし，在来種，外
来種問わず全てを調査対象とした（表 1）。2020年に新種記
載されたヤエヤマヒメアマガエルとヤエヤマカジカガエル
は Matsui & Tominaga7, 8） に準ずる。その結果，石垣島で
は 37 種，西表島では現在までに移入・定着が確認されて
いないオオヒキガエル，ミシシッピアカミミガメ，グリー
ンイグアナ，2019年に根絶宣言が出されたシロアゴガエル
を除く 33 種を調査対象とした。なお，種の表記は「日本
産爬虫両生類標準和名リスト（2020年11月16日版）」9） に，
本文中で該当種に用いた絶滅危惧種のカテゴリは「環境省

図 1　本研究で調査した石垣島と西表島の地図
自然植生，農地，市街地の違いを地図上に色分けで示し，その内訳は図左上の枠内に示す．調査地を矢印で示す．a：新川地域，
b：名蔵地域，c：野底地域，d：於茂登岳，e：野底岳，f：干立集落，g：大浜農園，h：白浜集落．図右下に方位およびスケー
ルを示す．本地図は，地理院タイル（ベースマップ），国土交通省（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）と第 7 回自然環境保全基礎調査
報告書，環境省生物多様性センター（http://www.biodic.go.jp/kiso/vg/vg_kiso.html#mainText）より 1/25,000 植生図 GIS デー
タ，環境省生物多様性センター（http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html）を使用し，著者が GIS ソフトウェア（ArcGIS Pro）
により作成したものである．
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レッドリスト 2020」10） に，固有種や天然記念物の指定状況
は上記図鑑資料および Matsui & Tominaga7） に基づく。

⑶　調査方法
　本研究で調査対象とした石垣島と西表島の水田では二期
作が行われており，調査は春季と秋季の水田に水が張られ
ている時期を中心に行った（表 3）。調査では“こよみの
計算”11） に基づいて各調査地の調査日の“日の出”と“日没”
の時刻を設定し，日の出から日没までの時間を昼，日没か
ら次の日の出までの時間を夜と定義した。各調査地点で昼
と夜の両方の時間帯で調査を行うことで対象種の活動時間
による発見数の差をなくすようにした。
　石垣島の 5 調査地点ではルートを決めて，ルート上で発
見した両生類，爬虫類を記録するルートセンサス法を用い
た。調査したルートの距離は新川地域で3.84 km, 名蔵地域
で 4.01 km, 野底地域で 3.37 km, 於茂登岳で 1.51 km, 野底
岳で 2.39 km であった。西表島の調査では，水田が小規模
であったり，水田が斜面に面していて足場が不安定であっ
たりしたことから，すべての調査地点でルートセンサス法
を用いることが困難であったため，白浜地域（629.27 m）
のみルートセンサス法を用いた。干立集落，大浜農園では

調査範囲を設定し，範囲内でルートが重複しないよう留意
しながら範囲探索法により調査した。いずれの調査地にお
いても調査時間中に発見した種，個体数を随時記録した。
　目視または鳴き声の聞き取りによって発見した種を発見
時間と共に毎回記録し個体数を数えた。カエル類の鳴き声
の聞き取りでは，天白ら12） に従い種の同定とコーラスの重
複度合い（少数単発，複数不連続，多数連続の 3 区分）を
記録した。カエル類の個体数記録は四肢の生えそろった亜
成体から成体までに限定した。幼生（オタマジャクシ）は
一度発見すると個体数が膨大であり，その全てが成体とな
るわけではない上に場所によっては生息する水溜りが干上
がると全滅する状況にある場所も確認された。このような
オタマジャクシの不確定かつ一時的な個体数の増減は本研
究の調査記録の評価に誤った解釈をもたらす可能性がある
と考えたため，オタマジャクシに関しては種の同定と確認
記録だけにとどめた。

⑷　生物群集解析
　各調査地において目視により確認された各種の個体数の
記録（オタマジャクシを除く）をもとに動物群集構造の解
析を行った13）。この解析により調査地点間の動物群集の類

表 1　調査対象種の分類，和名および学名一覧．
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似度を種類組成から分類することができる。調査地点間の
Horn の重複度指数（R0）を求め，単純連結法によるデンド
ログラムより R0＝0.7 以上を同一群集とした。鳴き声やオ
タマジャクシの確認に基づくデータについて，前者は個体
数が不確定であること，後者は個体数が当該環境において
一時的な数であることから解析から除外した。各調査地の
両生類・爬虫類群集構成の類似性に基づくデンドログラム
を構築した。

3．　結果と考察
⑴　確認された種の特徴

　各調査地において目視または鳴き声の聞き取りによって
確認された種とその個体数を表 2 に示す。調査地間で確認
された総種数が最も多かったのは石垣島於茂登岳の 18 種

であり，その次に多かったのは石垣島野底の畑で 14 種で
あった。
　すべての調査地で一貫して確認できたのは，サキシマヌ
マガエルとヤエヤマヒメアマガエルであった。どちらも八
重山諸島ではごく普通に見られる種5, 15） であり，本研究で
も農地と森林で環境を問わず生息が確認された。
　西表島の水田では絶滅危惧Ⅱ類に指定されているヤエヤ
マハラブチガエルが確認された（表 2）。ヤエヤマハラブチ
ガエルは大浜農園と白浜の水田では周辺の林内に由来する
と思われる鳴き声しか確認できなかったが，干立では畔で
4 個体視認することができた。干立の水田は調査地の中で
も特に自然な湿地に近く，畔は柔らかい泥でできている。
この柔らかい泥が，水際の泥地にドーム状の巣穴を掘り産
卵する5） というヤエヤマハラブチガエルの生態に合致し，

表 2　本研究が調査対象とした石垣島と西表島に生息する両生類・爬虫類 37 種とそれらの生息調査結果．

和名列の括弧内の略記の詳細は次の通りである；外＝外来種，EN＝絶滅危惧 IB 類，VU＝絶滅危惧 II 類，NT＝準絶滅危惧，
DD＝情報不足，固有＝日本固有種・固有亜種，天然＝国指定天然記念物．黒丸は鳴き声やオタマジャクシで確認された種．
ハイフン“-”は当該地域には生息していないことを示す．生息環境の分類は大河内（2001）14） に基づく．
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本種の農地利用を可能にしていると考えられる。
　絶滅危惧Ⅱ類のヤエヤマイシガメはすべての農地で確認
された（表 2）。また，本研究の調査時間外には於茂登岳で
も本種を確認したが，遭遇頻度は農地のほうが圧倒的に高
かった。ヤエヤマイシガメは底が泥質の池や沼，流れの緩
やかな場所に多く6），水田は生息に適した環境だといえる。
この結果は，農地化などの人為的環境撹乱が一部のカメ類
が好む環境を提供するとした先行研究4） の見解を支持する。
　ヤモリ類では，ミナミヤモリとホオグロヤモリは石垣島
のすべての調査地で確認できた（表 2）。一方，西表島では
調査地以外の宿泊地や市街地では多数生息が確認された
が，調査地の農地では全く見られなかった（表 2）。ホオグ
ロヤモリは自然林にはほとんど生息せず，人家や自動販売
機のような人工物をよく利用し，人間への依存度が高い6）。
ミナミヤモリは低地の林内が主な生息地であるが16），薄暗
いアパートや倉庫などの建築物もよく利用する6）。このよ
うに石垣島と西表島の農地の環境の違いが人間の生活圏を
利用する両種の生態的特徴と重なって調査地間での確認数
に違いをもたらしたと考えられる。事実，石垣島で確認さ
れた個体のほとんどが，電柱，ガードレール，民家や小屋
などの人工物を隠れ場所として利用していた。また，富田

（2019）6） によるとホオグロヤモリやミナミヤモリがいると
ころではオンナダケヤモリはほとんど見られないとされて
いるが，本研究の調査では野底地域の畑でオンナダケヤモ
リがこれらの 2 種と同所的に生息していた。
　トカゲ類に関しては，石垣島の水田では生息が確認でき
なかった（表 2）。西表島では，干立と大浜農園の水田では
サキシマスベトカゲを除きその生息が確認できた。この西
表島の水田調査地におけるトカゲ類の生息確認は，これら
の種が水田を利用していたわけではなく，いずれも隣接す

る森林内に居るところを視認した結果である。これらのト
カゲ類は，樹上や落ち葉の下に生息するため森林への依存
性が強く，水田のような開けた水場には出現しないと考え
られる。また，石垣島の新川と野底はどちらも慣行栽培の
畑であるが，周囲に森林環境の残る野底でのみトカゲ類が
みられたことからも，トカゲ類の森林依存性の強さが窺え
る。
　ヘビ類では，サキシママダラとサキシマハブが多くの地
点で観察された（サキシママダラが 8 地点中 6 地点，サキ
シマハブが 8 地点中 7 地点）。ヤエヤマヒバァは水辺を好
みカエル類を捕食する6） が，その食性に反して水田での観
察数は少なく，唯一大浜農園で確認されたのみであった

（表 2）。樹上性とされるイワサキセダカヘビやサキシマバ
イカダは石垣島於茂登岳の森林内で見られた。しかし，サ
キシマバイカダは野底地域の畑でも確認された。ここでは
サキシマバイカダの主食となる小型爬虫類も多数見つかっ
ており，サトウキビ畑のように草丈の高い植物が生い茂る
環境は森林性の種も利用すると考えられる。

⑵　森林依存性種の農地利用
　石垣島，西表島に生息する両生類・爬虫類には森林性の
種が占める割合が多い。これは西表島に今も残る原生林か
ら推察できるようにこれらの島がかつては島全体が森林で
覆われていたことによるものと考えられる。しかし，森林
性と分類される種の多くが今回調査した農地で確認された

（表 4）。例として森林性のサキシマヌマガエルのような止
水性カエルについて各調査地の確認個体数を調査回数で
割った 1 回調査あたりの確認個体数を調査地間で比較し
た。すると水田では大浜農園 23.2 個体，名蔵 16.3 個体，新
川 12.1 個体，白浜 10.9 個体，干立 8.9 個体であり，森林環

表 3　石垣島と西表島の農地，森林における本研究の各調査期間と調査時間帯の内訳．
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境では於茂登岳 8.8 個体，野底岳 1.3 個体となり，水田で
の確認数がいずれも森林環境よりも多かった。水田は自然
湿地に生息してきた生物群集の代替生息地としての役割を
担っており17），特に止水性カエルにとっては水田のように
広く安定した水場が効率を上げていると考えられる。さら
に，上述したように多数のカエルが安定して生息できるた
めか，その上位捕食者である森林性のサキシママダラやサ
キシマハブが水田で確認された。このことから，農地は一
部の森林性の在来種の生息地としても活用されていると考
えられる。

⑶　在来種と外来種
　各地点で確認された在来種と外来種の内訳を表 4 に示
す。一見すると石垣島の慣行栽培水田（新川，名蔵）と西
表島の水田では種数に大差がないように見えるが，その内
訳をみると石垣島の水田は全体の 4 割を外来種が占めてい
た。一方で，西表島ではもともと定着している外来種が少
ないためか干立で確認されたブラーミニメクラヘビが同島
唯一の外来種であった。しかし，石垣島では外来種を取り
除いても本調査地の水田に見られる在来種数が増えるとは
考えにくい。それは，石垣島と西表島では水田の周辺環境
が異なるためである。西表島のように森林に隣接した水田
では，より森林依存性の強いカエル類やトカゲ類が自然湿
地の代替地として利用する可能性は大いにあるが，石垣島
の水田は都市部に近く，道路や水田そのものが広く開けて
いるため，その可能性は極端に少なくなるだろう。しかし
ながら，固有種が多く生息する八重山諸島では外来種によ
る侵害は早急に解決すべき課題であり，外来種を減らす対
策を講じるべきである。

⑷　群集構成の類似度
　動物群集構造解析の結果，本研究の調査地は水田クラス
ターと森林クラスターの大きく2群集に区分された（図2）。
同じ石垣島の畑である新川と野底はそれぞれ水田クラス
ターと森林クラスターの異なるクラスターに分かれた。こ
の両地点の違いは新川が水田と隣り合っていたことであ
る。つまり，本研究の結果は水田の存在が群集構成を左右
する重要な景観要素であることを示唆している。そして森
林クラスターがこれらの島に生息する両生類・爬虫類の本

来の生息環境を反映した群集構成と仮定すると，水田クラ
スターは独自の群集を構成したグループであることが示唆
された。
　水田クラスター内では，石垣島の慣行栽培農地の新川と
名蔵で群集の類似度が R0＝0.979 と非常に高く石垣島農地
クラスターを形成した。水田クラスターのもう一群を形成
したのが西表島農地クラスターであった。同島の 3 調査地
点のうち，農薬不使用農地の干立と大浜農園で類似度が高
い群集を形成し（R0＝0.947），それらから少し類似度が落
ちる形で慣行栽培農地の白浜が干立・大浜農園群集に結合
した（R0＝0.945）。わずかではあるが，本研究の農薬不使
用農地が慣行栽培農地とは類似度を異にして一つの群集を
形成したことは農薬不使用栽培が生物多様性に何らかの影
響をもたらす可能性を示している。しかしながら，本研究
の調査結果ではトカゲ類，ヘビ類などで農薬不使用農地に
比較的多くの種が見られた傾向が見られる（表 2）が，慣
行栽培農地の調査地も 1 地点でありその影響の確実性につ
いては未だ検証の余地を残している。森林クラスターで
は，野底地域（野底岳，野底の畑）の類似性が高く，於茂
登岳が独立している（図 2）。
　各クラスターの特徴を確認された分類群と環境に照らし
合わせると，水田の有無と周辺環境が両生類・爬虫類の群

表 4　石垣島と西表島の農地および森林で観察された両生類・爬虫類の生態的属性と在来外来種の内訳．

図 2　石垣島と西表島の農地および森林環境に生息する動物群集
構造解析のデンドログラム
横軸は調査地点間の Horn の重複度指数（R0）を表す．同
一群集の基準とした R0＝0.7 を点線で示す．



42 芳賀・佐々木

集構成に関与していることがわかった。
　まず，森林クラスターでは野底の畑を除いて，カメ類が
見られなかった（表 2）。泥質の止水を利用するヤエヤマイ
シガメは，山中の勾配の強い沢や浅い砂利質の細流よりも
水田を自然湿地の代用として利用していると考えられる。
また，カエル類をみても止水性のサキシマヌマガエルやヤ
エヤマヒメアマガエルが主に生息している（表 2）。一方
で，森林クラスターにはこれらの他にも樹上性のアイフィ
ンガーガエルや流れの緩やかな場所に産卵するオオハナサ
キガエルが見られた（表 2）。これらのことから，水田は森
林性とされる種でも止水性種にとっては利用可能な環境で
あり，独自の群集を構成していると考えられる。
　また，石垣島農地クラスターでは調査地が森林環境から
離れているためトカゲ類が見られなかったが，周辺に人工
物が多くヤモリ類が見られた（表 2）。その反対に西表島農
地クラスターでは，水田と森林が草むらや未舗装の水路で
隣接していることからトカゲ類が見られたが，周囲に人工
物が少なくヤモリ類が見られなかった（表 2）。このことか
らヤモリ類とトカゲ類が水田を利用する鍵となる要因は水
田の周辺環境にあることが示唆された。

4．　ま　と　め
　本研究による石垣島と西表島の農地に生息する両生類・
爬虫類相調査はこれらの島の農地が琉球列島の生物多様性
を維持する機能を有した農業生態系である可能性を示し
た。人間による農業生産の代表例ともいえる水田やサトウ
キビ畑は周辺環境に応じた地域固有の両生類・爬虫類を維
持する機能を有していると考えられる。これらの島に生息
する両生類・爬虫類は本質的には森林性の生態を有してい
るが，適切な条件，つまり安定的な湿地を提供する水田，
背丈が高く隠れ家となる茂みを提供するサトウキビ畑とそ
れらに隣接する森林などが整えばこれらの生物は農地を積
極的に利用して生きていると考えられる。琉球列島は生物
多様性のホットスポットとされる日本列島の中でも特に固
有の両生類・爬虫類相を有した地域であり，近年その多く
の種の絶滅が危惧されている。本研究の調査によるとこれ
ら地域に生息する両生類・爬虫類全てが農業生態系を利用
していたわけではなく，利用が未確認の固有種もいた。今
後これらの地域でさらに多くの農地の両生類・爬虫類相調
査を進めていくことで，この地域の農業生態系の生物多様
性への貢献と農業生態系でも支えることができていない固
有種の存在が明らかになってくるだろう。
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Summary：In the Ryukyu Islands, which is designated as a biodiversity hotspot in Japan, conversion to 
cropland is one of the factors for artificial environmental modification and may have had a negative 
impact on the ecosystem.  On the other hand, it has been noted in recent years that the agroecosystem is 
useful for the conservation of biodiversity.  Biodiversity has rarely been surveyed in agroecosystems in 
the Ryukyu Islands.  In addition, biodiversity surveys of vertebrates have conventionally been restricted 
to frogs and fish.  Amphibians and reptiles are important taxa that reflect the environment of agricultural 
land ecosystems.  Although these species have some common ecological and physiological characteristics, 
they differ in their adaptability to anthropogenic disturbances such as agricultural land expansion, and 
amphibian and reptile species are suggested as useful indicators for biodiversity assessment.  In this study, 
a total of 61 amphibian and reptile habitat surveys were conducted at 6 farmlands (paddy fields and 
sugar cane fields) and 2 forests on Ishigaki Island and Iriomote Island to evaluate the characteristics of 
fauna on the farmlands.  As a result of the survey, many forest-dependent species of amphibians and 
reptiles were found on the farmlands of both islands, and differences in fauna were observed between 
farmlands.   It was suggested that this difference may be due to the difference in forest environment 
around the farmlands.  A dendrogram analysis of the animal community structure based on Hornʼs multi-
plicity index (R0) revealed that the study sites of this study were broadly divided into two communities, 
paddy and forest clusters.  This result suggests that the existence of paddy fields is an important factor 
that influences the composition of the community.  Assuming that the observed forest clusters reflect the 
natural habitat of amphibians and reptiles inhabiting these islands, it was suggested that the paddy 
clusters were a group of unique communities.  The survey of amphibian and reptile fauna inhabiting the 
agricultural land of Ishigaki Island and Iriomote Island for this study showed that the agricultural land of 
these islands may be an agroecosystem that has the function of maintaining the biodiversity of the Ryukyu 
Islands.
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